
 

 

その上で、自分が住む場所ごとに分かれ、 

池田、富岡、豊田東、岩田、４つの交流

センターへ伺い、地域を作り守って下さって

いる方々へ、地域が望む中学生にできる

ことは何か？を聞きに行って参りました。 

 【まずは提案！】 

・交流センターの草取り 

・地域のゴミ拾い 

・小さい子に読み聞かせをする 

など、自分たちに出来そうなことをお伝え

しました。 

そんな中学生のこころざしに添って、地域

の行事や要望をお聞かせ下さいました。 

 

【具体案として…】 

・盆踊り大会を盛り上げる 

・防災倉庫周りの草取り 

・夏祭りのお手伝い 

・土日のラジオ体操のお手伝い 

・通学合宿で小学生のお世話 

などなど色々なご要望を頂きました。 

 

3 年生からは「普段地域の方と話をする

機会がないので、何を求めているか直接

聞けて分かって良かった」「積極的に話し

合いが出来てどんどん話が広がって良か

った。」「本当の目的を改めて考えた。自

己満足で終わらないようにしたい。」「貴

重な体験で学ぶべき事がたくさんあった」

「地域の役に立ちたい」「心の温かい

方々だった」などの感想がありました。 

コミュニティスクール便り 第３５号  

３年生総合的学習「地域貢献活動」で地域の方のニーズを知る 

平成 29年 6月 

地域の皆様には、お忙しい中多数お集まりいただき、ご教授くださりありがとうございました。 

中学生のチカラを地域で発揮できるようがんばります。よろしくお願い致します。 

今年の豊田中学校の総合的学習「こころざしタイム」 

3年生はこころざしを実現するための「地域貢献活動」として、恩返しプロジェクトを始動しました。 

まずは、それぞれのこころざしに基づいて、自分たちに何ができるか？考えました。 

 

 

 


